
昭
和
三
十
六
年
二
月
二
十
八
日
受
領 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
質
問
の 

五
） 

答

弁

第

五

号 
   

衆
議
院
議
員
森
本
靖
君
提
出
一
部
事
務
組
合
の
運
営
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
三
八
第
五
号 

昭
和
三
十
六
年
二
月
二
十
八
日 

衆

議

院

議

長 
淸 

瀨 

一 

郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

池 

田 

勇 

人 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
森
本
靖
君
提
出
一
部
事
務
組
合
の
運
営
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

本
件
は
、
町
村
合
併
の
条
件
に
関
連
の
あ
る
問
題
で
あ
り
、
高
知
県
に
お
い
て
円
満
解
決
を
は
か
る
よ
う
目
下

鋭
意
あ
つ
せ
ん
中
で
あ
る
の
で
、
行
政
指
導
に
よ
り
解
決
を
は
か
り
た
い
。
一
般
論
と
し
て
は
、 

一 

組
合
規
約
は
、
関
係
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
解
釈
し
、
こ
れ
を
尊
重
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
組
合
の
解

散
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
第
二
百
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
協
議
に
よ

り
解
散
の
期
日
を
定
め
、
都
道
府
県
知
事
又
は
自
治
大
臣
に
届
け
出
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

二 

児
童
の
転
学
が
一
部
事
務
組
合
設
置
の
趣
旨
、
目
的
と
の
関
係
で
問
題
と
な
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
転

学
に
つ
い
て
は
、
関
係
地
方
公
共
団
体
間
の
協
議
に
基
づ
き
、
組
合
教
育
委
員
会
と
協
議
し
て
行
な
う
べ
き
で

あ
る
。 

三 

市
町
村
（
組
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
別
の
学
校
の
種
類
ご
と
の
教
職
員
の
定
数
は
、
都
道
府
県
教
育
委
員

会
が
市
町
村
教
育
委
員
会
の
意
見
を
聞
い
て
定
め
る
こ
と
と
な
つ
て
お
り
、
教
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
県
教 



な
お
、
組
合
が
解
散
さ
れ
な
い
限
り
組
合
の
経
費
の
支
弁
の
方
法
に
つ
い
て
は
規
約
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

べ
き
で
あ
る
。 

育
委
員
会
の
判
断
に
よ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

四 

 




